
施設介護サービス章の見直し（藁）  

1．介護保険3施設に係る施設介護サービス費   

（1）居住費の水準の考え方  

○ 今回の見直しにおいては、報酬から控除する「居住費」につし＼ては、居住環   

境イこ応じて設定。  

○ 唇住環境という観点から見ると「多床室」と「個室」とは相当の差異がある   

ことから、報酬から控除する「居住章」の水準については、個室については、   

〔室料相当＋光熱水真相当」を∴多床室lこついては、「光熱水真相当」李、それ   

ぞれ「居住章」の水準として設定。   

○ 具体的な水準については、次のデータを総合的に勘案し設定。  

l‾－－‾‾‾‾－■■‾●t‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾●－■－■‘■■‾‾‾‾  

：①介護保険施設のコスト構造（事業経営の観点） l  

； 介護保険施設の平均的な収支から見た「居住」に関連する費用（減価償却費、  

： 光熱水費等） l  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿l  

（参考）介護保険三施設における居住費用  

（単位：円）  

ユニットケア   個室   多床室   

個室  

介護老人福祉  46，248  
施設   減価償却費   49，071   37，688   廻旦  

光熱水費   18，723   16，243   13▲929   

介護老人保健  60，509   52．8了8  

施設   減価償却責  44，428   38．825  

光熱水費  16，081   14，053   

介護療養型医  63，936   56．483  

療施設   減価償却費  50，827   44．902  

光熱水費  13，109   11．581   

※1 現在集計中の介護事業経営概況調査（平成16年10月実施）のうち、居住費用についてのみ  

特別に集計したもの。（速報値であり、数字は精査中）  

※2 介護老人福祉施設については国庫負担補助取り崩しを除かない分  

※3 減価償却貴、光熱水車には食事サービス部門を含んでいる。  
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‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾●●‾ 「  ‾  

②在宅とのバランス（利用者側の観点） 「二二ニニニニニニニニ  

I- 

I  

l  

t  

1  

1  

1  

1  

1  

I  

t  

暮 在宅にいる高齢者や、在宅に近い居住環境にある居住系サービスを利用して‡  
いる高齢者が平均的に負担している「居住費」の範囲・水準  

（参考）居住系サービスにおける利用者負担  

J畢生労働雀潤町ぺ  

有料老人ホーム  合苫十19万円程度  

利用料 く管理費＋食費）   約17万円  

介護サービス利用者負．担  約2万円（要介護度3）  

合計10■｝14万円程度  ケア′ヽウス   

食材料♯、光熱水費  約4．5万円  
事務費  平均字．3万円  
管理兼  1－5万円  

介護サービス利用者負担  約2万円（要介撞度3）  

合苫十11万円程度  
認知症高齢者グループホーム  

家 賃  
光熱水費  
食材料費   

約3．6万円  
約1．2万円  
約3．4万円  

介建サービス利用者負担  約2．5万円（要介捷鹿3）   

（注）有料老人ホームの責用の支払い方法については、入居時に一時金を取る場合と取らな  

い場合があり、一時金を取る場合であっても、一時金の額と月額利用料の配分、居室  

当たりの面積、サービス内容なども様々である。   

○ 高齢者世帯1人1月当たり消裁支出（光熱・水道）  

15，08g円（月額）／1．59人（世帯人見）三g．490日  
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○ 施設介護サービス費は、介護保険3施設それぞれについて、居住環境の違い   

に応じ、報酬類型を4類型とする。  

く介護老人福祉施設〉  

ユニット型個室  

介護老人福祉施設  

（小規模生活単位型）  ユニット型準個室  

介護老人福祉施設   

（従来型）  

従来型個室  

く介護老人保健施設〉  

く介護療養型医療施設〉  ユニット型個室  

ユニット型準個室  
介護老人保健施設  

介護療養型医療施設  

従来型個室  

（2）具体的な控除範囲・水準及び基準  

○介護保険3施設それぞれについて、介護報酬から控除する「居住に要する費用」   

の範囲・水準については、次のとおりとする。  

（むユニット型個室  

②ユニット型準個室  

③従来型個室  

④多床室  

室料＋光熱水費相当  

室料＋光熱水真相当  

室料＋光熱水費相当  

光熱水真相当  

6万円／月・人  

5万円／月・人  

5万円／月・人  

1万円／月・人  

※ 現行の「小規模生活単位型介護福祉施設サービス責」からは既に居住費用が一部除外されて   

おり、ユニット型の介護老人福祉施設の報酬水準の設定に当たってはこれを踏まえることとす   

る。  

※ 介護老人福祉施設の従来型個室の報酬水準の設定に当たっては、国庫補助金等相当額を勘案   

することとする。  

※ 現行の報酬体系において、特別な室料の支払いを求める場合には減算される仕組み（療養環   

境減算）は、原則廃止することとする。  

※ 「小規模生活単位型介護福祉施設サービス費」に係る低所得者の利用者負担の軽減のための   

加算については廃止することとする。  
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○ 介護老人保健施設及び介護療養型医療施設のユニット型個室の基準について   

は、介護老人福祉施設のユニット型個室の基準並びとする。  

‾‾‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾●‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 
：※ 介護老人福祉施設のユニット型個室に係る基準  

1  
－  

l  

：【設備に関する基準】  
l  

；①ユニット  
l  

：○居室と共同生活室によって一体的に構成される場所（ユニット）を単位として構成。  

：○居室‥・定員は1人とする。  

・ユニットの共同生活室に近捜して一体的に設置。  

・ユニットの入居定員は、概ね10人以下。  

・床面積は13．2n了以上。  
l  

：○共同生活室‥床面積は、2n了×当該ユニットの入居定員以上。  
I  

： ○洗面設備・便所：居室ごと又は共同生活室ごとに適当敷設置。  
l  

： ○浴室：要介護者が入浴するのに適したものとする。 l  

：②廊下幅1．5m以上（中廊下1．8m以上）  
l  

※ 廊下の一部の幅を拡張し、入居者、従業者等の円滑な往来に支障が生じないと認められること：  

が必要（そうでない場合には、一般の介護老人福祉施設と同じ1．8m以上（2．7m以上））  
I 

l  

：【運営に関する基準】  
l  

；○介護、食事等、適切なユニットケアを行うための基準 等  

○ 介護保険3施設のユニット型準個室の基準については、居室の面積、居室間を   

隔てる壁について、一定の基準緩和を行う。  

○ 完全な個室と準個室との比較  

完全な個室   準個室   

居室面積   13．2rポ以上   10．65ポ以上   

居室間を  ○壁は天井との間で隙間なし。  ○壁上部が天井から一定程度あいていても   

隔てる壁  可。※視線の遮断が前提。  

○可動ではない。  ○可動ではない。  

※プライバシー確保のために適切な素  

材であることが必要。   
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2．短期入所生活・療養介護に係る居宅介護（支援）サービス費  

（1）居住費の水準の考え方  

今回の見直しにおいては、報酬から  する「居住費」については、居住   

境に応じて設定。   

○ 居住環境という観点から見ると「多床室」と「個室」とは相当の差異がある   

ことから、報酬から控除する「居住費」の水準については、個室については、   

「室料相当＋光熱水真相当」を、多床室については、「光熱水費相当」を、それ   

ぞれ「居住費」の水準として設定。   

○ 短期入所生活・療養介護についても、居住環境の違いに応じ、報酬類型を4   

類型とする。  

く短期入所生活介護〉  

ユニット型個室  

短期入所生活介護  

川l規模生活単位型）  
ユニット型準個室  

短期入所生活介護   

（従来型）  

従来型個室  

く短期入所療養介護〉  

ユニット型個室  

ユニット型準個室  
短期入所療養介護  

従来型個室   
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（2）具体的な控除範囲・水準及び基準  

○ 短期入所生活・療養介護それぞれについて、介護報酬から控除する「居住に   

要する費用」の範囲・水準については、次のとおりとする。  

′′′’、、 円／日・人  ①ユニット型個室  

②ユニット型準個室  

③従来型個室  

④多床室  

室料＋光熱水費相当  

室料＋光熱水費相当  

室料＋光熱水費相当  

光熱水真相当  

l l  
I  

l  l  

l  l  

l  l  

t  l  

l  I  

l  t  

円／日・人  

円／日・人  

円／日・人  

施設介護サービス費を日割り  
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これまでの主な意見と考え方  

■－ ■■ －－ ■■ － －‾ 一－ ■ － ‾ ■‾ ‾■‾ ■‾ －‾ ‾ ‾‾ ‾■ ‾ ‾ ‾ －‾ ■■‾ ‾‘‾ ‾ ■‾ ‾ ‾ ‾■ ‾  

I（1）昼堅サ「ビス費の見直し′（多床圭関係）  
「  

■  
l  

t O 多床室の報酬からも減価償却妻を一部でも控除すべきではないか。  
l  

lO 多床室の報酬の方が、ユニット型個室の報酬よりも高くなるのは、  

推進の方針と矛盾するのではないか0  

l  

l  

個別ケア：  

l  

！○ 多床室にも4人部屋、8人部屋とある中で、同じ報酬設定でよいのか。  

く厚生労働省としての考え方〉  

○ 今回の見直しにおいては、現行報酬から控除する「居住貴」の範囲・水準に   

ついては居住環境に応じて設定することとし、多床室についてはその居住環境   

から見て「光熱水車相当」を居住費と設定したものであり、国会審議の中でも   

その旨説明してきている。   

○ 今回の見直しは、介護保険法改正の10月施行に伴う改定（＝居住費用の保   
険外化）であるため、多床室におけるケアの評価は行っていないが、ユニット   

型個室におけるケアの評価とのバランスも含め、今後、平成18年4月の報酬   

改定に向け、介護給付費分科会でご議論いただく。   

○ 居住環境の違いをどこまできめ細かく報酬設定に反映させるかについては、   

一方で報酬体系のわかりやすさ、簡素化との兼ね合いで判断したものであり、   

多床室については、大半が4人部屋であることも踏まえ、一本の報酬としたも   

の。なお、多床室におけるケアの評価の在り方については、今後、平成18年   

4月の報酬改定に向け、介護給付費分科会でご議論いただく。  

‾‾‾‾‾‾ 
「  （2）断  

l  

o従来型個室については、現行の負担や居住環境に配慮し、何らかの経過措置：   
が必要ではないか。  

1  

I  

O 年金との調整という趣旨からすれば、本来、従来型個室の経過措置は不要で1   

l はないか。  l  

l  

O 従来型個室の経過措置は、一度退所すると適用されないため、現在の入所者l  

l の長期入所を助長することになるのではないか。  ヽ■→′ ■Jし′YJ′ヽl′l L．．■アJ■J▲ ′  ツ ー ヽ－l‾y ヽy ‾■■  、 lヽ′‾■′‾ ▼  ′－ U  

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ l  

○ 従来型個室の報酬の適用については、現行の特別な室料の基準や実態等を踏   

まえ、一定の場合に経過措置を講ずる。  
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（参考）従来型個室の経過措置の概要  

○ 従来型個室に対する報酬の適用については、現行の特別な室料の基準や実態   

等を踏まえ、既入所者について、一定期間、多床室と同額の報酬を適用し、利   

用者負担については光熱水真相当とするなど、一定の経過措置を講ずることと   

する。  

従来型個室の報酬適用に係る経過措置について   

①従来型個室の既入所者について  

対象者の範囲：平成17年10月1日時点において現に個室に入所している  

者のうち、過去1ケ月間にわたり、継続して個室を利用し、  

かつ、特別な室料を支払っていない者  

報  酬：多床室と同額の報酬を適用  

利用者負担：光熱水費相当  

特別な室料：支払いを求められない  

※ 上記の措置の在り方については、実施状況等を踏まえ、平成21年度の  

介護報酬改定時に改めて検討  

②従来型個室？新規入所者lこついて  

対象者の範囲：①感染症や治療上の必要など、施設側の事情により個室の入  
所が必要な場合であって、個室への入所期間が30日以内  

である者  

②居住する居室の居住面積が、一定以下（※）である者  
※ 特養は10．65n了、老健は8ポ、介護療養型医療施設  

は6．4ポ  

③著しい精神症状等により、多床室では同室者の心身の状況  

に重大な影響を及ぼすおそれが高く、個室以外での対応が  

不可能である者   

報  酬：多床室と同額の報酬を適用   

利用者負担：光熱水費相当   

特別な室料：支払いを求められない  

※ 上記の措置の在り方については、実施状況等を踏まえ、平成21年度の  

介護報酬改定時に改めて検討  

－21－   




